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４月５日、近江鉄道八日市駅一体

で「ＢＩＷＡＫＯ　ＪＡＺＺ　ＦＥＳＴＩＶＡＬ

2009 ＩＮ 東近江」が開催される。

街中に作られた15カ所のステージ

では、約100組のプロ、アマチュ

アバンドが演奏し、来場者を楽し

ませてくれる。

今年が第１回目となるこのイベン

トは、滋賀県中小企業家同友会の

メンバーが同会の創立30周年事業

として企画し、地元の市民らの共

感を得て、開催が決まった。

きっかけとなったのは、大阪府高

槻市や宮城県仙台市などで10年以

上続けられている、地域に根ざし

たジャズフェスティバル。「『自分

の手で、自分たちのために、自分

たちで開催し続ける』という考え

方に共感し、ぜひ東近江市でも実

現させたいと思ったのです」と実

行委員会の蔭山啓介さん。10年後、

八日市駅一体が今の高槻や仙台の

ようににぎわい、たくさんの人が

集まる町になることを夢見ている。

当日は演奏の他、手作りの食べ物

や、地元の特産品を販売する「バ

ザール・ド・東近江」や、これぞ

本物！といえる高品質な商品や極

上サービスを紹介する「ほんもの

バザール」も開催される。

あちこちで音楽が聞こえる町中を

今から想像するとワクワクしてくる。

ぜひ立ち寄ってみよう。

（取材・木俣）

キミも、ちゃんと
幸せでしたか。
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●湖南市岩根中央3-75　●TEL：0748-72-6600
●定休日：なし　●駐車場：26台
●営業時間：11：00～23：00（L.O.22：30）
　　　　　ランチタイム：11：00～15：00（土日も有）

●時間：11：00～17：00、18：00～グランドフィナーレ（市役所駐車場）
●入場料：全会場無料
●会場：近江鉄道八日市駅一体
　　　 ①延命公園野外ステージ　②八日市駅内市民ホール　③ピアガーデン　
　　 　④本町通りサンパーク　⑤アピアセントラルコート　⑥アピアホール
　　　 ⑦市役所別館１階カプリ　⑧太子ホール　⑨金屋・金念寺
　　 　⑩ファミリーマート 駐車場　⑪広島外科 駐車場　⑫市役所 駐車場
　　 　⑬市役所別館２階　⑭近江酒造・酒　⑮コミュニティセンター
　当日オフィシャルブースでは、パンフレットの配布やイベント関連グッズを販売。

●TEL：0748-22-0186　●ホームページ：http://www.shiga.doyu.jp/jazz

●場所：まちなか交流館ゆうゆうかん　1階
●時間：10：00～19：00　※水曜定休日
　　　 ※ドリンク体験は火、土曜日（一杯250円）
●ラインアップ　※商品は今後増える予定
　・コーヒー（有機栽培/ブラジル・グアテマラなど） 
　・チョコレート（有機栽培/ドミニカ共和国・パラグアイ）
　・ウーロン茶（無農薬/台湾）　など  

●大津市長等2-9-1(菱屋町商店街内) 
●TEL：077-525-6674
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大津市の菱屋町商店街にある「まちなか交流

館ゆうゆうかん」１階の商業体験スペースに

フェアトレードショップ「ねこのひたい」がオー

プンした。

フェアトレードとは、発展途上国の生産者

から生産物を直接購入して販売することで、

途上国の生産者の生活改善や自立した生活

を支援する運動。

このようなショップは県内で珍しく、途上

国の生産者から直

接仕入れたコー

ヒー、チョコレー

ト、ウーロン茶な

どが並ぶ。また県

内産の日本茶やり

んごジュース、ジャムなども販売。今後は

国内外の安全安心な産物を順次増やしてい

くという。 

火曜日と土曜日に体験ドリンクコーナーが

開催され、コーヒーやウーロン茶などを気

軽に楽しむことができる(1杯250円)。 

「安全で安心な産物を販売し、生産者と消費

者が直接やりとりできる場にしたいと願って

います。猫のひたい程の小さなお店ですが、

感じたままを、思い思いに語り合える場にで

きればと思っています」と館長の浅野智子さん。 

ショップ内では生産品の様子がポスターで

紹介されていて、生産者の熱意と苦労が直

接伝わってくるように工夫されている。

（取材・鋒山）

館長の浅野智子さん館長の浅野智子さん(右)と
副館長の高峯陽子さん副館長の高峯陽子さん
館長の浅野智子さん(右)と
副館長の高峯陽子さん

プレイベントの様子プレイベントの様子プレイベントの様子

：オフオフィシャルブースシャルブース

フ ラ ボ 　 カ フ ェ

'
昨年11月にオープンした「ＦＵＬＡＢＯ

ＣＡＦＥ」。フラボとは「ふらっと、ぼけっ

と、会話を楽しんでほしい」という思い

から、付けられた名前だ。

その名の通り明るい店内は、おしゃべり

が弾む女性客でいつもにぎわっている。

今回ご紹介するのは

【３種カレーと本日のＳＰ提案ランチ】
（1870円）※限定10食
・日替わりメーン　・３種カレー
・プチグラタン
・サラダ、スープ、パン、ライス
　セレクトドリンク、デザート付き

取材日のメーンはポークカツ。カレーは

甘口の野菜カレーとひき肉をベースにし

た中辛のマドラスカレー、タイ風で辛口

のスパイシーホワイトカレーの３種類。

いろんな味を少しずつ楽しみたい欲張り

な方もこれなら大満足だ。

さらに、メーンとカレー両方に合うよう

にと、十穀米と野菜パンが添えられ、ボ

リューム満点。

食べきれるだろうか？ と心配したが、会

話が弾むと食も進み、いつの間にか完食。

「お客様にとって良い時間が過ごせる店

でありたい」と店長の増崎亨さん。

テーブル席と、掘りごたつ席が用意され、

段差を利用して客同士の目線が合わない

ように配慮されている。

さらに店内には時計が無く、独自の工夫

によって居心地の良さが追求されている。

その成果か、ランチタイムは常に満席状

態。利用の

際は予約を

おススメし

たい。

（取材・福本）


